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P1−358　妊 娠各期の 母体 body　mass 　index 増加率 と新生 児体重 ， 妊娠期間 との 関 係
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【目的】全妊娠期間中の 妊婦体重増加量不足 は 子宮内胎児発育遅延 ， 早産 の 危険因子で あ る．妊娠各期 の 母体 BMI （body　mass
index＞増加率 の 中で，どの 期間の 増加率が 新生 児体重 （子宮内胎児発育遅延），妊娠期間 （早 産）と も っ と も密接 な 関係 を有

す るか 検討 した．【方法】 正期 で 経腟分娩 した 合併症の な い 472 人 を対象 に，後方視的 に妊娠各期 の 母体 BMI 増加率 （kgfm

2／週）と新生児体重 （g）お よ び 妊娠期間 （日）との 関係 を検討し た．【成績】妊娠初期 ， 中期 ， 末期の 平均母体 BMI 増加率は

順 に 0．03 韭 O．06，0．15± O．05 ， 0．14 ± O．07kg／m2 ／週 とな り ， 初期が 中期，末期 と比 較 して 有意 に （い ずれ も P〈O．OOO1）低値で あ っ

た．妊娠初期の 母体 BMI 増加率 は妊娠前母体 BMI と有意な負の 相関関係 （r ＝− O．34，　 P＜ 0．000ユ）を認めた が，妊娠中期 と

末期の そ れ は妊娠前母体 BMI と有意な関係を認 め なか っ た．妊娠中期の 母体 BMI 増加率は 分娩時母体 BMI と有意な正の 相

関関係 （r　・＝　O．23，Pく0．05）を認め ， さ らに新 生児体 重 （r ＝O．28，
　 P ＝O．OO13）， 妊娠期間 （r ＝O．40，

　 P＝O．0002）とそ れ ぞ れ有
意 な正 の 相 関 関 係を認 め た．妊娠初期 と末期の それ は分娩時母体 BMI ，新生 児体重，妊娠期間 とは い ずれも有意な関係を認

め なか っ た．【結論】妊 娠中期 の 母体 BMI 増加率 の み が新 生 児体重 ， 妊娠期間 と有意 な相関関係 を有して い た．文献で は妊娠

末期の 母体 BMI 増加率は 胎児体重の 増加量が 大 きく寄与 して い る の に 対 して ，妊娠中期の そ れ は 母体成分 （体脂肪量 と循環
血 漿量 ）が 寄与 し て い る．恐 ら く妊 娠 中期の 体脂肪量蓄積が 新生児体重 と妊娠期間に 影響 して い るの だ ろ う．

Pl−359　妊婦 の 体重変化曲線作成 プ ロ グ ラ ム の 開発 とパ ターン 解析 の 試 み
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【目的】妊 婦 の 体 重 変 化 は ， 非 妊 娠時の 体格の 相違 に よ り客観的評価 が 困難で あ る．本 研 究 は個 々 の 妊婦 の 体重 変 化 を同
一

条

件 の 下で 評価す る 体 重 変化曲線作 成 プ ロ グ ラ ム を 開発 し，体重変化 の パ ターン解析 を行うこ と を 目的 と した．【方法1日本産 科

婦人科学会周産期委員会に よ る 妊娠月数別 BMI 変 化 か ら 月 数 毎の 非 妊 娠 時 か らの 基 準変化率を設定した ．あ る 妊婦 の 妊娠

10 カ 月 の 上 限 BMI （BMI 別 目標体重増加量の 上限値を妊娠前の 体重 に 加えた値） と妊 娠前 BMI か らの 変化率を求め ， 基準

変化率 の 妊娠 10カ 月との 比 （k 値）を 算出 した，10 カ 月未満の 基準変化率 に k 値 を乗 じた 値 と あ る妊 婦 の 妊 娠 前 BMI か ら，

あ る妊婦 の 各月毎の BMI 変化を算出，こ れを体重変化 に換算し上 限体重曲線を作成 した．下限体重変化曲線も同様 に作成 し
一

連の 計算 を PC 上 で 行うプ ロ グ ラ ム を考案 した．次 に 妊 娠 37 週 以 降に 出 産 した正 常 妊 婦 333 名 を対 象 に ， 妊 娠 中 の 全体重

変化を個 々 の 妊婦 の グ ラ フ 上 に プ ロ ッ ト し解析 した．【成績1着衣 に よ る誤差を約 ± lkg （± 2％） と し変化率が 変動する 16

週前後 で解析 した．16週 未満 で上，下限体重曲線 よ り± 2％ 未満 に ある N 型 ， 上 限体重曲線よ り＋ 2％ 以 上 にあ る H 型 ， 下

限体重曲線 よ り
一2％ 以 下に あ る L 型 に分類 さ れ ， それぞれ 47．7，25．0，27．3％ で あ っ た，16週以 降で上 限体 重 曲線か ら ＋ 2％

以 上 で解離 し分娩時まで に 正常範囲内 に 入 る A 型， ヒ，下 限体重 曲線の 間 を経過す る B 型 ， 下 限体重曲線 か ら一2％ 以 上 解

離 し分娩時 ま で に正 常 範 囲 内に 入 る C 型 に分類され，それ ぞれ 50．0，42．0，8．0％ で あ っ た．【結論】本研 究の 体重変化曲線 に

よ る詳細な体重変化の パ タ
ー

ン解析 を行 うこ とに よ り， 客観的体重評価と体重変化の 予測が出来る可能性が示唆され た，
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【目的】こ れ まで に，妊娠初期 の 胎盤 超音波所見か ら分 娩期前置胎盤を予測する 試み がなされて きた．近年で は，胎盤 が内子

宮 口 を どれ だ け 越 えて 覆 っ て い る の か そ の 距離か ら予測す る方法 が 主 流 で あ る．我 々 は，前置胎盤が常位胎盤 に 比 べ て ，胎 盤

辺縁部の 形態に 違い が あ る こ とを報告して きた．しか し，
こ れを利用 した予測法 は未だ 報告 さ れ て い な い ．本研究の 目的 は ，

妊 娠初期に 内子宮口 を覆 っ て い る 胎盤 辺縁部 の 形 態 が，分 娩 期 前 置 胎 盤 を予 測 す る た め の 新 た な指標 に なり得 る か を検討す

る こ とで ある．【方法12，543単胎妊娠の 胎盤を 12w　Od　
一

　15w　6d に 経腟超音波検査 を行っ た．胎盤が 内子宮 口 を覆 っ て い る場合

は 胎 盤辺縁部の 形態 を記録 し，分 娩 期 まで 追 跡 調 査 した．胎 盤 辺 縁部 の 形態 は，胎盤辺縁角（胎 盤 辺縁 を頂角と し，母体面と

胎 児 面で な され る 角度）を測定する こ と に よ っ て 数値化 した．比較検定の有意水準は 5％ とし， 分娩期前置胎盤になり易さの

指標 となる cutoff 値 を，　 ROC 曲線か ら算 出 した．本測定法の 信頼 性 評価 に は ，
　 Bland− Altman　plot法 を用 い た．【成績】妊 娠

初期 に胎盤が内子宮口 を覆 っ て い た の は，2，543 例中 ユ68 例で あ っ た．こ の 中 9例は，分娩期前置胎盤 となり（Previa群），残

りの 159例 は 常位胎盤 と な っ た （Non −
previa 群）．Previa群の 平均角度 60．8度 は

，
　 Non −

previa群の 103．4 度に 比 べ て 有意

に 低値 で あ っ た．Cutoff値 は 74度，感度 77％，特異度 ユ00％，陽性 予測値20％，陰 性予 測値 100％ で あ っ た．また，本測 定

法の 信頼性は 高か っ た．【結論】妊娠初期 に内子宮 口付近 の 胎盤辺縁角が 74 度以 上 で あれば，分娩期前置胎盤 に ならない ．胎

盤 辺縁 角を 測 定す る こ と は，分娩期前置胎盤 を予測す る ため の 有用な方法で ある．
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